
世界初、多数の需要家蓄電池の充放電を遠隔から制御、
リアルタイム・デマンドレスポンスへの新技術を開発

～再生可能エネルギーの利用拡大に貢献～

日本電気株式会社
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太陽光（ＰＶ）発電が２８００万ｋＷとなる２０２０年頃には、ＰＶ発電の増加が引き
起こす種々の問題が表面化、事故や停電等の社会的不具合が生じる恐れがある
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電力需給問題
（余剰電力、周波数調整力不足）

・ＰＶ＋調整火力の発電量が需要を上回る等
需給バランスに関する問題

技術導入開始

技術導入開始
電圧逸脱問題、ＰＶ単独運転問題
・ＰＶ発電逆潮流で、配電電圧が適正値より逸脱する問題
・系統停電時にＰＶが発電継続し、感電事故の恐れがある問題

出典：低炭素社会づくり行動計画、電気事業連合会長定例会見、2008 年5月23日
内閣府「経済危機対策」2009年4月10日、をもとに作成

太陽光発電の導入目標と予想される課題
－電力システムの環境変化－

2013年05月
約850万kW
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電力需給バランス問題と期待されるＤＲ
－デマンドレスポンスの背景－

余剰電力の発生

原子力発電停止 →電力供給不足 →節電、ピークカット

設備投資抑制 →送電線容量不足 →ピークカット

再生可能電源増 →余剰電力の発生 →発電抑制、需要創出

→需給調整力不足 →アンシラリーサービス
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太陽光

負荷と太陽光
の合計の曲線

停電の
恐れ

日負荷曲線（概念図）

負荷曲線

流れ込み式水力発電

需給調整力不足

太陽光増加
ＬＦＣの
調整範囲

負荷の変動

負荷と太陽光
の合計の変動

微調整の限界を超過

負荷変動の様子 ［分］

発電機出力の微調整限界
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Home

電力会社
需給調整契約

アグリゲータ
（中間業者）

クラウド側

蓄電池側

階層協調制御
システム

十数分間隔

秒程度以下間隔

電力情報を計測し需給状態を把握、

各蓄電池の充放電をリアルタイム・同期制御

適応制御ソフトウエア

蓄電池の状態に基づき充放電分担を分配

エネルギークラウド

StoreBuilding

需要家群

適応制御ソフトウエア：クラウド側に搭載。組み合わせ数が膨大な、蓄電池の蓄電残量と出力
への最適分配で調整力を最大化、継続制御を実現

階層協調制御システム：クラウドと蓄電池側からなる２階層構成。蓄電池側で、需給状態を把
握し、リアルタイム・同期制御を実現、クラウド側は、蓄電池群を協調させ、全体最適を実現

リアルタイム・デマンドレスポンス
－アンシラリーサービス向けＤＲ－
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まとめ
再生可能エネルギーの普及拡大のためには、
電力需給バランス調整の仕組みを より多く確保することが必要

ＮＥＣは需要家の保有する多数台の蓄電池を
最適なタイミングで継続的に充放電できる技術を開発
独自のアルゴリズムで蓄電池の状態に応じた制御を行う適応ソフトウエア
クラウド側と蓄電池側の２階層で構成される階層協調制御システム

この技術により、需給バランス調整の仕組み、リアルタイムデマンド
レスポンスを提供

ＮＥＣはリアルタイムデマンドレスポンスを始めとする、
次世代電力システムの実現に貢献します。


